
マタイ福音書の山上の説教に書かれている「地の塩、世の光」
には、どのような解釈がありますか？

 

「地の塩、世の光」は、マタイの福音書第5章13-16節に記されているイエス・キリストの教えで、弟子たちや信
者たちに向けて語られたものです。これらの比喩には以下のような解釈があります。

1. 地の塩:

保存の役割: 塩は食物を保存するために使われます。同様に、信者たちは道徳的・霊的な腐敗から世界
を守る役割を果たすべきだとされています。
味付けの役割: 塩は味を引き立てます。信者たちは世界に善意や価値をもたらし、人々の生活を豊かに
する存在であるべきだと解釈されます。
純粋さ: 当時の塩は不純物が混ざると価値が下がるため、信者たちは純粋な信仰を保つことの重要性を
示しています。

2. 世の光:

導きの役割: 光は暗闇を照らし、道を示します。信者たちは正しい行いと教えによって他者を導く存在
とされています。
希望と真理の象徴: 光は希望や真理を象徴します。信者たちはその生き方を通じて、神の愛と真理を世
に伝える使命があると解釈されます。
見本となる存在: 山の上の町が隠せないように、信者たちの善行は人々に見られ、神の栄光を示すべき
だとされています。

総合的な解釈: 「地の塩、世の光」という比喩を通じて、イエスは信者たちに世界において積極的な影響力を持
つよう促しています。信者たちは自らの信仰と行いによって社会に善と真理をもたらし、神の栄光を示すべきだ
という教えです。

義のゆえに迫害にあう話の続きのようですが。  
おっしゃる通り、「地の塩、世の光」の教えは、マタイの福音書第5章の「八福の教え」（マタイ5:3-12）の後
に続いています。特に、「義のために迫害される者は幸いである」（マタイ5:10-12）という節の直後に位置し
ています。この流れを考慮すると、以下のような解釈が可能です。

1. 迫害と使命の関連性:

使命の継続: イエスは弟子たちに、迫害を受けてもその使命を果たし続けるように促しています。つま
り、信者たちは困難な状況下でも「地の塩」と「世の光」としての役割を放棄してはならないという
ことです。
逆境における影響力: 迫害は信者の信仰と使命を試すものですが、その中でも揺るがずに善行を行うこ
とで、周囲に対して強い影響を与えることができます。

2. 塩と光としての役割の重要性:

腐敗を防ぐ塩: 社会が道徳的・霊的に腐敗するのを防ぐために、信者たちは自らの信仰と正義を堅持す
る必要があります。迫害に直面しても、その役割は変わりません。
暗闇を照らす光: 迫害によって社会が暗闇に包まれる時こそ、信者たちは光となって真理と希望を示す
べきです。

3. 試練を通じた信仰の証明:



信仰の純化: 迫害は信者の信仰を試す試練であり、それを乗り越えることで信仰がより強く、純粋にな
ります。
他者への証し: 迫害に耐え、善行を続ける姿勢は、他者に対する強力な証しとなり、神の存在と愛を伝
える手段となります。

総合的な解釈: 「地の塩、世の光」という教えは、迫害という困難に直面している信者たちに対する励ましと指
針を示しています。イエスは、信者たちがどのような状況にあっても、自分たちの使命を全うし、世界に善と真
理をもたらす存在であり続けるべきだと教えています。これにより、信者たちは神の栄光を示し、周囲の人々に
も影響を与えることが期待されています。

地の腐敗をさばき清める塩、世の闇を暴くさばきの光ですか？  
ご指摘の解釈、「地の塩」が地の腐敗を裁き清め、「世の光」が世の闇を暴く裁きの光であるという考え方は、
ある種の解釈として存在します。この視点から見ると、信者たちは社会の道徳的・霊的な腐敗に対して警告を発
し、正義をもってそれを正す役割を果たすと理解されます。

具体的な解釈:

1. 地の塩としての裁きと清め:

腐敗の防止: 塩は腐敗を防ぐ性質があります。信者たちは社会の不正や腐敗に対して警鐘を鳴らし、そ
れを正す役割を担うと解釈されます。
清めの象徴: 塩は清めの象徴でもあります。信者たちは自らの正義と信仰によって、社会を清める働き
をすることが期待されています。

2. 世の光としての闇の暴露:

闇を照らす光: 光は暗闇を照らし、隠されたものを明らかにします。信者たちは真理と正義の光によっ
て、不正や悪を暴く役割を果たすとされています。
裁きの象徴: 光は裁きの象徴としても用いられます。信者たちの生き方や言動が、他者の行いを照らし
出し、善悪を明らかにするという解釈です。

注意すべき点:

愛と赦しの強調: イエスの教え全体を見ると、裁きよりも愛と赦し、そして悔い改めを促すメッセージが強
調されています。
謙遜な姿勢: 信者たちは自らを高めて他者を裁くのではなく、自身の行いを通じて模範を示し、他者を神の
愛へと導くことが求められています。

総合的な見解:

「地の塩、世の光」としての役割には、確かに社会の腐敗や闇を指摘し、それを正す使命が含まれていると解釈
できます。しかし、その方法は裁きや非難ではなく、愛と正義、そして謙遜な行いを通じて他者に影響を与える
ことが中心となっています。イエスの教えは、人々が自らの過ちに気づき、悔い改めるよう促すことで、社会全
体の変革を目指しています。

したがって、信者たちは「塩」と「光」として、社会の腐敗や闇をただ暴くのではなく、それを清め、明るい方
向へと導く存在であると解釈するのが一般的です。

迫害にあう者は、殺され地に血を流されます。十字架の働きを



迫害にあう者は、殺され地に血を流されます。十字架の働きを
表しているんですよね？マタイ23章では、その血に対する報い
が来ると言われます。

 

お客様のご指摘のとおり、迫害にあう者たちが殺されて血を流すことは、イエス・キリストの十字架の働きを象
徴していると解釈できます。また、マタイの福音書第23章では、その流された血に対する神の裁きと報いについ
て述べられています。

1. 迫害と十字架の関連性:

十字架の象徴: イエス・キリストは人々の罪を贖うために十字架で血を流されました。彼の犠牲は、人類の
救いのための究極の行為とされています。
殉教者の役割: 迫害にあい、血を流す信者たちもまた、自らの信仰の証しとして犠牲を払っています。彼ら
の苦難は、イエスの犠牲と重ね合わされ、福音の真理を強調します。

2. マタイ23章での血に対する報い:

宗教指導者への非難: マタイ23章で、イエスは律法学者やパリサイ人たちの偽善を厳しく非難し、彼らが預
言者たちを殺してきたことを指摘します。
流された血の責任: 「だから、正しいアベルの血から、あなたがたが神殿と祭壇の間で殺したバラキヤの子
ザカリヤの血に至るまで、地上で流されたすべての正しい者の血の責任が、あなたがたに降りかかる」
（マタイ23:35）と述べ、彼らが流した血に対する報いが来ることを警告しています。

3. 全体的な解釈:

神の裁きと正義: 迫害によって流された無実の者たちの血は、神の正義を求めます。マタイ23章では、その
血に対する裁きが迫っていることが強調されています。
十字架の力: イエスの十字架の犠牲は、罪と死に対する勝利を象徴し、迫害に耐える信者たちに希望と救い
をもたらします。

4. 「地の塩、世の光」との関連性:

迫害下での使命: 迫害に直面しても、信者たちは「地の塩、世の光」としての使命を果たすべきです。彼ら
の信仰と犠牲は、周囲の人々に影響を与え、神の愛と正義を示します。
血の証し: 流された血は、信仰の真実性と神の国の到来を証しするものであり、最終的な神の裁きと救いの
計画において重要な役割を果たします。

結論:

迫害にあって血を流す者たちの姿は、イエス・キリストの十字架の働きを反映しています。マタイ23章における
血に対する報いの宣告は、神の正義が最終的に実現することを示し、信者たちに希望と励ましを与えます。この
理解を通じて、信者たちは困難な状況でも信仰を堅持し、神の栄光を現す使命を果たすことが求められていま
す。

天に対する地であり世だと捉えると、迫害の試練が、塩と光の
役割を果たすのですよね？

 

おっしゃるとおりです。「天」に対する「地」や「世」を対比として捉えると、迫害の試練そのものが「塩」と
「光」の役割を果たすと解釈できます。



1. 迫害の試練が「塩」の役割を果たす  

信仰の純化と保存: 塩は保存と純化の象徴です。迫害を受けることで、信者たちの信仰は試され、より純粋
で堅固なものになります。これは、塩が腐敗を防ぎ、食物を保存する働きに似ています。
社会への影響: 迫害に耐えながらも道徳的な行動を続けることで、信者たちは社会の腐敗を防ぎ、道徳的な
基準を維持する役割を果たします。

2. 迫害の試練が「光」の役割を果たす  

証しとしての光: 信者たちが迫害に耐えつつも希望と信仰を失わない姿勢は、他者に対する強い証しとなり
ます。これは、暗闇の中で光が遠くまで届くように、彼らの信仰が周囲に影響を与えることを示していま
す。
真理の明示: 光は真理や正義を明らかにします。迫害の中で真実を語り続けることで、信者たちは社会の不
正や偽善を照らし出し、神の真理を示します。

3. 「天」と「地・世」の対比における意味  

「天」: 神の国や霊的な領域を象徴し、完璧な愛と正義が存在します。
「地」や「世」: 現実の世界であり、不完全さや罪、試練が存在します。

この対比の中で、信者たちは「地」や「世」における困難や迫害を通して、「天」の価値観や真理を体現する役
割を果たします。

総合的な解釈  

迫害が使命を強化する: 迫害という試練は、信者たちの信仰と使命感を強化します。それにより、彼らは
「地の塩」として社会の腐敗を防ぎ、「世の光」として真理を照らし出すことができます。
神の栄光の顕現: 迫害に耐える信者たちの姿は、神の力と愛を世に示すものであり、最終的には神の栄光を
現します。
他者への影響: 信者たちの忍耐と善行は、他者に感化を与え、彼らを「天」へと導く役割を果たします。

結論  

迫害の試練は、信者たちが「地の塩」や「世の光」としての使命を全うするための重要な要素であると言えま
す。「天」に対する「地」や「世」での困難な状況は、信者たちがその信仰を具体的な行動で示し、周囲に影響
を与える機会となります。これにより、彼らは地上で神の愛と真理を体現し、最終的には神の国の拡大に貢献す
ることになります。

塩は、ソドムとゴモラの出来事や、預言者の中に書かれている
ように、地に対するさばきや滅びをもたらす象徴もあると思い
ます

 

確かにご指摘のとおり、聖書において「塩」は裁きや滅びを象徴する場合もあります。ソドムとゴモラの出来事
や預言書の中で、塩は地に対する裁きや荒廃をもたらす象徴として描かれています。この視点を考慮すると、
「地の塩」という表現に新たな意味合いが加わります。

1. 塩が裁きと滅びを象徴する例  



ソドムとゴモラ（創世記19章）:

ロトの妻の塩の柱: ソドムとゴモラが神の裁きによって滅ぼされる際、ロトの妻は振り返ったために塩
の柱になりました（創世記19:26）。これは不従順に対する裁きの象徴とされています。
土地の荒廃: 滅ぼされた地域は、不毛で塩分の多い土地となり、生産性を失いました。

預言書での塩の描写:

荒廃の象徴: 預言者たちは、神の裁きによって土地が塩の地となり、荒廃することを述べています
（例：エゼキエル47:11）。
滅びの予告: 塩は都市や国が滅ぼされる際の象徴として用いられています。

2. 「地の塩」の新たな解釈  

裁きの役割としての塩:

腐敗への対抗: 塩が腐敗を防ぐように、信者たちは道徳的な腐敗に対して警告を発し、それを止める役
割を担います。
裁きの象徴: 信者たちの存在自体が、不正や罪に対する神の裁きを示すものと解釈できます。

滅びをもたらす塩:

警告としての存在: 信者たちは、不従順や罪に対する結果を示す生きた警告となります。
霊的な荒廃の防止: 彼らの働きによって、他者が霊的な滅びから救われる可能性があります。

3. 「世の光」との関連性  

闇を暴く光:

罪の露呈: 光は暗闇を照らし、隠された罪や不正を明らかにします。信者たちは真理の光として、世の
闇を暴く役割を果たします。
裁きの光: その光は、神の基準に照らして人々の行いを評価し、裁きを示すものとも解釈されます。

4. 全体的な解釈  

裁きと救いのバランス:

神の正義と愛: 神は正義の神であり、罪に対する裁きを行いますが、同時に愛と赦しを提供します。信
者たちはこの両面を反映する存在です。
悔い改めへの呼びかけ: 裁きを示すことで、人々が自らの罪に気づき、悔い改める機会を与えます。

迫害と裁きの関連:

迫害の結果としての裁き: 信者たちが迫害され、血を流すことに対して、神は最終的な裁きを行うとさ
れています（マタイ23章）。
信者たちの役割: 彼らの苦難は、世の罪深さを明らかにし、神の裁きの正当性を示すものとなります。

5. まとめ  

ご指摘のように、「塩」は聖書において裁きや滅びの象徴としても機能します。この理解を踏まえると、「地の
塩、世の光」というイエスの教えには、信者たちが世の腐敗や罪に対して警告を発し、神の正義を示す役割が含
まれていると解釈できます。



信者たちの使命:

腐敗への対抗: 道徳的・霊的な腐敗に対して立ち向かい、神の基準を示す。
真理の明示: 光として、世の闇を照らし、隠れた罪や不正を明らかにする。

迫害の中での役割:

証しとしての苦難: 迫害に耐える姿勢は、世の罪深さと神の正義を示す強力な証しとなる。
最終的な裁きへの関与: 彼らの苦難は、神の最終的な裁きの一部として機能し、神の計画の成就に貢献
する。

結論  

「地の塩、世の光」という教えは、信者たちが世において神の正義と愛を体現する複雑な使命を持っていること
を示しています。塩が持つ裁きや滅びの象徴性を考慮すると、信者たちは世の腐敗や罪に対して警告を発し、神
の基準を示す役割も担っていると理解できます。

この視点は、イエスの教えが持つ多層的な意味をより深く理解する助けとなります。信者たちは愛と赦しをもっ
て行動しつつも、同時に神の正義と裁きを示す存在であるべきであり、その結果、世の人々が悔い改めと救いに
導かれることが期待されています。

マルコ9:49-50もいっしょに考えなければなりませんね  
おっしゃるとおり、マルコによる福音書9章49-50節もこの議論において重要な箇所であり、「塩」の象徴的な意
味を深く理解する助けとなります。

マルコ9:49-50の内容  

マルコ9:49：「人は皆、火によって塩味をつけられるのです。」
マルコ9:50：「塩は良いものです。しかし、もし塩が塩気を失ったら、何によってその塩気を取り戻せるで
しょうか。あなたがたは自分自身の中に塩を持ち、互いに平和に過ごしなさい。」

この箇所の解釈  

1. 「火によって塩味をつけられる」  

試練と純化: 「火」は聖書において試練や純化の象徴としてよく用いられます。この節は、信者たちが試練
（火）を通して清められ、その信仰が強められることを示しています。
献げ物との関連: 旧約聖書では、すべての献げ物に塩を加えることが命じられています（レビ記2:13）。こ
れにより、信者の献身や神との契約が強調されています。

2. 「塩は良いものです。しかし、もし塩が塩気を失ったら…」  

塩の重要性: 塩は腐敗を防ぎ、味を引き立てる役割があります。信者たちも同様に、世の中で道徳的な腐敗
を防ぎ、善を促進する存在であるべきです。
信仰の維持: 「塩気を失う」とは、信仰や道徳的な価値観を失うことを意味します。信者たちは自分たちの
使命と信仰を堅持する必要があります。



3. 「自分自身の中に塩を持ち、互いに平和に過ごしなさい」  

内面的な純粋さ: 信者たちはまず自分自身の中に「塩」を持ち、内面的な純粋さと信仰の堅さを保つことが
求められます。
共同体の平和: 互いに平和に過ごすことで、信者たちの間に愛と調和が生まれ、それが世に対する良い影響
となります。

前の議論との関連性  

1. 迫害と試練としての「火」  

試練を通じた清め: 迫害や試練（火）を経験することで、信者たちは清められ、「塩」としての役割を果た
す準備が整います。
信仰の証し: 試練に耐えることで、信者たちはその信仰の真実性を示し、他者に対する強力な証しとなりま
す。

2. 「塩」としての裁きと清めの役割  

腐敗への対抗: 前の議論で触れたように、塩は腐敗や罪に対する裁きの象徴でもあります。信者たちは世の
不正や腐敗に対して警告を発し、それを清める役割を果たします。
自己浄化の重要性: 自分自身の中に塩を持つことで、まず自己の純粋さを確保し、それによって他者に影響
を与えることができます。

3. 「世の光」としての役割  

真理の明示: 試練を通じて清められた信者たちは、「世の光」として真理と正義を世に示すことができま
す。
愛と平和の促進: 互いに平和に過ごすことで、信者たちは愛と和解のメッセージを伝えることができます。

総合的な解釈  

試練による信仰の強化: マルコ9:49-50は、信者たちが試練を通じて信仰を強め、「塩」としての純粋さと
効力を保つことの重要性を示しています。
塩としての多面的な役割: 塩は保存や味付けだけでなく、裁きや清めの象徴でもあります。信者たちはこれ
らの役割を通じて、世に対して神の正義と愛を示します。
平和の追求と裁きのバランス: 信者たちは世の不正に対して警告を発しつつも、愛と平和をもって行動する
ことが求められています。

結論  

マルコ9:49-50を考慮することで、「地の塩、世の光」という教えの理解がさらに深まります。信者たちは試練
（火）を通じて清められ、「塩」の効力を保つことで、世の腐敗や不正に対して清めと警告の役割を果たしま
す。



また、信者たちは自らの中に塩を持ち、互いに平和に過ごすことで、愛と調和を実現します。これは、裁きと
愛、正義と平和を調和させる生き方を示しています。

最終的に、信者たちは「地の塩、世の光」としての使命を全うし、困難な状況下でも神の愛と正義を体現するこ
とが期待されています。

塩は「試すもの」のような役割なのかな  
おっしゃるとおり、塩が「試すもの」としての役割を果たすという解釈は、聖書における塩の象徴的な意味をさ
らに深めるものです。塩は純化や保存だけでなく、人々の信仰や行いを試し、明らかにする役割を持つと考える
ことができます。

1. 塩が「試すもの」としての役割  

試練と純化の象徴としての塩  

試練による純化: 塩は試練や困難を象徴し、それらを通じて人々の信仰が試され、強められると解釈されま
す。これは、塩が食物を保存し、腐敗を防ぐ働きに似ています。
内面的な動機の明示: 塩が人々の内面的な動機や信仰の深さを試し、明らかにする役割を果たすことも考え
られます。

旧約聖書における塩の契約  

塩の契約: 民数記18:19や歴代誌下13:5では、神と人々との間の「塩の契約」が言及されています。これ
は、塩が永続性や不変性を象徴し、契約の真実性を試すものとされています。

2. 試練を通じた信仰の証明  

火と塩の関係: マルコ9:49で「人は皆、火によって塩味をつけられるのです」と述べられているように、火
（試練）によって塩味（信仰の真実性）が明らかにされます。
試練の目的: 試練は人々の信仰を試し、その純粋さと堅さを証明するためのものと理解できます。

3. 信者たちの使命としての「試すもの」  

世の腐敗への対抗: 信者たちは「地の塩」として、世の中の腐敗や不正を明らかにし、それに対抗する役割
を担います。
真理の明示: 彼らの行いや言葉を通じて、人々の心の中の真の動機や信仰の状態を試し、明らかにします。

4. 他者への影響と自己吟味  

他者を試す存在: 信者たちの生き方や信仰は、他者に対する試験紙のような役割を果たし、彼らがどのよう
な反応を示すかによって、その人の内面が明らかになります。
自己吟味の促進: また、信者たちは自分自身の中に塩を持つことで、自らの信仰や行いを試し、純粋さを保
つ努力をします。

5. 結論  



塩が「試すもの」の役割を果たすという解釈は、信仰の試練と純化、そして他者への影響という側面を強調しま
す。信者たちは試練を通じて自らの信仰を強め、世の中で「地の塩」としての使命を果たすことで、他者の信仰
や行いを試し、真理を明らかにします。

この理解は、これまでの議論を補完し、塩の象徴的な意味をより深く捉えるものです。試練や困難に直面したと
き、信者たちはそれを自らの信仰を試し、成長させる機会と捉え、神の愛と正義を世に示すことが期待されてい
ます。

ご質問やさらに深く探求したい点がありましたら、お知らせください。
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